
ゴルフ場における芝の農薬使用基準
１　害虫の防除薬剤、使用方法及び使用上の注意事項

平成28年12月31日現在
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散布量・方法
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使用上の注意

アストロ乳剤（ＢＰＭ
Ｃ乳剤）

劇

5回以内 500～1000倍 0.5リットル散布 糞塚形成時

○

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。
2. ベントグラスでは薬害の恐れがあるので希釈倍数
及び散布量を正しく守る。
3. 眼、皮膚に対して刺激性があるので、注意して使
用する。

2回以内 100ミリリットル/10a 200～1000リットル/10a
散布

発生前～
発生初期

○

20ミリリットル/10a 200リットル/10a散布 発生前～
発生初期

○

30ミリリットル/10a 50～300リットル/10a
散布

発生前～
発生初期

○ ○ ○

50ミリリットル/10a 500リットル/10a散布 発生前～
発生初期

○

3回以内 2000～4000倍 500ミリリットル土壌注入 発生初期 ○

2000倍 300ミリリットル散布 発生初期 ○ ○ ○ ○

500ミリリットル散布 発生初期 ○

エスペランサ（シア
ントラニリプロール
水和剤）

3回以内 4000倍 200ミリリットル散布 発生前～
発生初期 ○ ○ ○ ○ ○

3回以内 1000～2000倍 0.2～0.3リットル散布 発生初期 ○

0.3リットル散布 発生初期 ○ ○

1000倍 1リットル散布 発生初期 ○

2000倍 0.3リットル散布 発生初期 ○

500倍 0.5リットル散布 発生初期 ○

5回以内 1000倍 0.25～2リットル散布 発生初期 ○ ○

1～2リットル散布 発生初期 ○ ○

2リットル散布 発生初期 ○

ガードワン水和剤
（テブフェノジド水
和剤）

3回以内 4000倍 300ミリリットル散布 発生初期
○ ○ ○

1. 眼、皮膚に対して刺激性があるので、注意して使
用する。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。

1. 眼、皮膚に対して刺激性があるので、注意して使
用する。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。

劇

アセルプリン（クロラ
ントラニリプロール
水和剤）

イールダーＳＧ（ア
セタミプリド水溶剤）

エンバーＭＣ（ペル
メトリンマイクロカプ
セル剤）

オルトラン水和剤
（アセフェート水和
剤）
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使用上の注意

3回以内 5～10kg/10a 散布 発生初期
○ ○ ○

糞塚形成時
○

5回以内 3000～4000倍 300リットル/10a散布 発生初期 ○ ○

3000倍 300リットル/10a散布 発生初期 ○

6回以内 1000倍 0.5～2リットル散布 発生初期 ○ ○

0.5リットル散布 発生初期 ○

1～2リットル散布 発生初期 ○ ○ ○ ○

6回以内 1000倍 0.5～2リットル散布 発生初期 ○ ○

0.5リットル散布 発生初期 ○

1～2リットル散布 発生初期 ○ ○ ○ ○

グレモＳＣ（メトキシ
フェノジド水和剤）

6回以内 3000～4000倍 0.2～0.3リットル散布 発生初期
○ ○

サイハロン水和剤
（シハロトリン水和
剤） 劇

3回以内 2000～3000倍 300ミリリットル散布 発生初期

○ ○

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。
2. 眼、皮膚に対して刺激性があるので、注意して使
用する。

3回以内 2000倍 0.3リットル散布 発生初期
○ ○

1リットル散布 発生初期
○

3回以内 500～1000倍 0.3リットル散布 発生初期 ○ ○

500倍 1～2リットル散布 糞塚形成時 ○

3リットル散布 発生初期 ○ ○

4回以内 1000倍 0.3リットル散布 発生初期
○ ○ ○

3リットル散布 発生初期
○

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。
2. 眼、皮膚に対して刺激性があるので、注意して使
用する。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。
2. 眼、皮膚に対して刺激性があるので、注意して使
用する。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。
2. 眼、皮膚に対して刺激性があるので、注意して使
用する。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。
2. DCPA剤との同時施用および10日以内の近接散
布は､薬害を生じるおそれがあるので避ける。

劇

劇

劇

劇

カルホス乳剤（イソ
キサチオン乳剤）

グリーンカルホス乳
剤（イソキサチオン
乳剤）

サニーフィールドＭ
Ｃ（エトフェンプロッ
クスマイクロカプセ
ル剤）

シバラックＭＣ（ＢＰ
ＭＣ・ＭＥＰマイクロ
カプセル剤）
ショットガン（ダイア
ジノン乳剤）

カリブスター（スピノ
サド水和剤）

ガゼット粒剤（カル
ボスルファン粒剤）
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使用上の注意

3回以内 2000～4000倍 0.3～2リットル散布 発生初期 ○

0.3リットル散布 発生初期 ○

0.1～0.3リットル散布 発生初期 ○

2000倍 3リットル散布 発生初期 ○

5000倍 0.2リットル散布 発生初期 ○

2回以内 35ミリリットル/10a 50～200リットル/10a散
布

発生初期
○

50ミリリットル/10a 50～500リットル/10a散
布

発生初期
○ ○ ○

スピネアタック（スピ
ネトラム水和剤）

2回以内 5000～10000倍 0.3リットル散布 発生初期
○ ○ ○

6回以内 1000倍 0.3～2リットル散布 発生初期 ○ ○

3リットル散布 発生初期 ○

幼虫発生期 ○

4回以内 1000倍 0.3リットル散布 発生初期 ○ ○ ○

250倍 0.7～1リットル土壌注入 発生初期 ○ ○

1リットル散布 ｺｱﾘﾝｸﾞ時
（目土前）

○

発生初期 ○

25倍 0.1リットル土壌混和 張芝前 ○

4回以内 1000倍 0.3～0.5リットル散布 発生初期 ○

0.3～1リットル散布 発生初期 ○ ○

800倍 3リットル散布 発生初期 ○

4回以内 6～9kg/10a 散布 発生初期 ○ ○ ○

9kg/10a 散布 発生初期 ○

タフスティンガーフ
ロアブル（イミダクロ
プリド・フルベンジ
アミド水和剤）

劇

2回以内 100ミリリットル/10a 200リットル/10a散布 発生初期

○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。
2. 眼、皮膚に対して刺激性があるので、注意して使
用する。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。
2. ＤＣＰＡ剤との同時施用及び10日以内の近接散
布は、薬害を生ずるおそれがあるので避ける。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。
2. 眼、皮膚に対して刺激性があるので、注意して使
用する。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。

劇

シラトップＥＷ（シラ
フルオフェン乳剤）

スティンガーフロア
ブル（フルベンジア
ミド水和剤）

スミチオン乳剤（Ｍ
ＥＰ乳剤）

ダイアジノンＳＬゾ
ル（ダイアジノンマイ
クロカプセル剤）

ダイアジノン乳剤４
０（ダイアジノン乳
剤）

ダイアジノン粒剤５
（ダイアジノン粒剤）
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使用上の注意

2回以内 1000倍 0.2リットル散布 成虫産卵時
期～幼虫発
生初期

○

発生初期 ○

2500倍 0.5リットル散布 成虫産卵時
期～幼虫発
生初期

○

発生初期 ○ ○

発生前～
発生初期

○

500倍 0.1リットル散布 成虫産卵時
期～幼虫発
生初期

○

発生初期 ○

トアローフロアブル
ＣＴ（ＢＴ水和剤） - -

500～1000倍 0.3リットル散布 発生初期
○ ○

4回以内 0.075ミリリットル
/平方メートル

0.1～0.3リットル散布 発生初期
○ ○ ○ ○

0.25ミリリットル
/平方メートル

0.5～1リットル散布 発生初期
○

12万5000～25万頭
（約0.625～1.25g）
/平方メートル

0.5～2リットル散布 発生初期

○

25万頭（約1.25g）
/平方メートル

0.5～2リットル散布 発生初期

○

1～2リットル散布 発生初期

○ ○ ○

1. 眼、皮膚に対して刺激性があるので、注意して使
用する。
2. 芝が乾燥している場合には、散布前に予め散水
する。また、芝に付着した線虫を速やかに土中に移
行させるため、散布後十分に散水する。
3. 散布液は、30℃以下の水で直射日光があたらな
い場所で調製し、調製後は速やかに散布する。ま
た、線虫は沈みやすいので常にかき混ぜながら散布
する。
4. 低温下（15℃以下）では線虫の活動が低下するの
で、低温が予想される場合には使用を避ける。

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。

-

劇

-

タフバリアフロアブ
ル（イミダクロプリド
水和剤）

ナイスイーグルＳＣ
（クロルフルアズロ
ン水和剤）

バイオトピア（スタイ
ナーネマ　グラセラ
イ剤）
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使用上の注意

3回以内 1500倍 300リットル/10a散布 発生初期 ○ ○

2000倍 200リットル/10a散布 発生初期 ○

500倍 100リットル/10a散布 発生初期 ○ ○

500リットル/10a散布 発生初期 ○

3回以内 2000倍 0.5リットル散布 発生初期 ○ ○

400～800倍 0.1リットル散布 発生初期 ○ ○

4000倍 1～2リットル散布 発生初期 ○

1リットル散布 発生初期 ○

800～1600倍 0.2リットル散布 発生初期 ○ ○

4回以内 1000倍 0.1リットル散布 発生初期 ○ ○ ○

5000倍 0.5～1リットル散布 発生初期 ○

0.5リットル散布 発生初期 ○ ○ ○ ○ ○

みみんず水和剤
（ＭＩＰＣ水和剤） 劇

4回以内 1000倍 2リットル散布 糞塚形成時
○

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。

5回以内 1000～2000倍 0.5～1リットル散布 発生初期 ○ ○

1リットル散布 発生初期 ○

2000～3000倍 0.3～1リットル散布 発生初期 ○ ○

2000倍 2リットル散布 発生初期 ○

3リットル散布 発生初期 ○

500倍 0.1リットル散布 発生初期 ○ ○

0.25リットル散布 発生初期 ○

1. 水産動植物に影響を及ぼす恐れがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意する。
2. ベントグラスに対して希釈倍数500～1000倍で散
布すると薬害を生じる恐れがあるので、使用を避け
る。
3.  眼、皮膚に対して刺激性があるので、注意して使
用する。

1. 眼、皮膚に対して刺激性があるので、注意して使
用する。

1. 河川、養殖池等に飛散、流入しないように注意す
る（魚類・甲殻類等）。

リラークＤＦ（チオジ
カルブ水和剤）

劇

パンチショットフロア
ブル（ビフェントリン
水和剤）

ビートルコップ顆粒
水和剤（チアメトキ
サム水和剤）

フルスウィング（クロ
チアニジン水和剤）


